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名古屋工場は、情報電子材料の占める割合が大

きいことが特徴です。今回の工場見学・意見交換

会は、まず工場の概要、三井化学の環境保全活動

を説明し、その後、排水処理設備、地下水処理設備、

イクロスTMテープ工場を見学してもらいました。�
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この排水処理設備は製造工程からの排水を1日

3,800t処理しています。有機物を含んだ工場排水

は、ばっ気槽、沈殿槽、そして最終沈殿槽を経て処

理されます。ばっ気槽でバクテリアにて分解し、上層

の清浄水は大江川に放流します。�

放流水については、排水流量、水質などを連続

測定し、異常時には放流をストップするようにしてい

ます。�
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名古屋工場では土壌・地下水に関する自主的調

査を実施した結果、工場敷地内の一部に揮発性

有機化合物（VOC）による汚染が認められました。

これについては、2004年に名古屋市へ調査報告

書を提出、公表しました。�

地下水処理設備については、この汚染地下水

を処理しています。これまで処理水量は350t／日で

したが、2005年4月からは設備を増強し700ｔ／日と

処理能力を向上させています。�
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イクロスTMテープは、半導体ウエハを研磨する際

にウエハが割れるのを防ぐための保護フィルムです。

本工場では、ベースフィルムの製膜から粘着剤の

塗布、お客様の要望に応じた大きさへの切り取り、

包装、出荷するまでのすべての工程を担っています。

イクロスTMテープは、ウェハ保護フィルムにおいて世

界第１位のシェアを占めています。�
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クリーンルームへ入室して見学�排水処理設備の見学�

�E�Æ�¶�à�~
•�×�¶�à�y 見学途中で“におい”を

感じました。何が原因か知りたいし、調べてほしい

です。�

�»	Ô�r�p	� 　毎日、従事していると感じなくなって

しまっているのかもしれません。�

�•�Š 　住民の方がどんなにおいがいつどれくらいし

たかを記録して企業へ発信し、それに対し企業側で

もにおいの原因となる物質とその発生量の数値を

調査し、その結果と改善策を公表するという双方向

のやりとりが大切だと思います。�


U�Z�¶�à 　東海地震対策について、建物は耐震

構造になっていると思うが、パイプなどの倒壊や破

裂の心配はないのでしょうか。�

�»	Ô�r�p	� 　高圧ガスタンクの元バルブは一定

以上の地震が起こると自動的に遮断し、パイプから

の漏洩を防ぐことになっています。また、震度５以上

になると工場内に放送が流れ、安全に工場を停止

する仕組みがあります。�


(
+�¶�à 　地震発生時に危険な液体が流出した

り火災が起きやすいなどの危険な箇所を我 と々して

も把握しておく必要があるかと思いますが。�

�E�¶�à 　また、地震時の電力対策はどうなっている

のですか。�

�»	Ô�r�p	� 　通常使用している電力には、自家発

電と購入電力の2系統があります。どちらも停止した

場合に、ディーゼル発電が稼働し、安全を確保する

のに必要な電力を得ることができます。�

�ò�>�¶�à 　本日もいろいろご説明いただきましたが、

理解不十分で頭に残らないというのが正直なとこ

ろです。�
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